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なぜBRAデータを審査する必要があるのか？ 

脳型ソフトウエアの仕様情報であるHCDを、次のような応用領域
に用いるには、高い生物学的妥当性が望まれる。 

 

● Dysfunction再現による医療応用 

● 対人インタラクションの設計 

● マインド・アップロードの器 

● ML技術の統合による脳型AGI開発 

 

 

審査により一定程度以上の妥当性をもつHCDデータを 
登録／公開する仕組みを構築中 

 

 

 



審査対象となるHCD資料一覧（三点セット） 

ファイル 概要

HCD 
descriptive 
text

TLFを解剖学的構造に対して矛盾なく、どのように分解したのか」をトッ
プダウンに説明する。
※フォーマットは、HCD Descriptive Text: Project ID (Template)

HCD image ROIに含まれるCircuit/Uniform Circuitの解剖学的構造、およびROIに
対する入力および出力をノードとリンクで表現した図。
※ Draw.ioなどの作図ツール作成した画像ファイル

HCD data ROIに含まれるCircuit/Uniform Circuit、Uniform Circuit間の
Connection、Uniform Circuitに割り当てられた計算上の意味や計算
プロセスを記したファイル。
※作成方法はHCD data preparation manual-jp に基づく

https://docs.google.com/document/d/17fsZA722AQJklWGPAv3N15fPA0d_5tuWlrZRZhd0wiY/edit#
https://docs.google.com/document/d/107YEylRmHgOAYedQek-4MC5z0xiMECJ1HQi-8h4e-04/edit


審査フロー図

HCD Data 
Review Report

GAS
(attached with 
HCD Data 
Review Report)

HCD 
data

HCD 
descriptive 
text

HCD 
image

HCD 
data

HCD Data 
Review Report

HCD 
data

HCD Data 
Review Report

Describe 
review results

Describe 
review results

Describe 
review results

Describe 
review results

Input
Files

Output
Files

Auto
Review
Process

Reviewer

Manual
Review
Process

GAS
(attached with 
HCD Data 
Review Report)

Auto Review
Process

HCD作成者が準備する3点セット



BRA駆動開発 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脳型ソフトウエア 

神経科学分野の論文・データ 

構
　

　
築

 

脳情報フロー (BIF) 

仮説的コンポーネント図(HCD) 

作成 

制約 

実装 

忠実度 
評価 

HCDのBIF
への 

整合性 

BIFの 
信憑性 

審
　

　
査
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BRAの審査 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審査観点：BRAが満たすべき３つの性質
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HCDのBIFへの整合性 
HDC内の全ての構造要素が、BIFの構造

に対応づいている  

BIFの信憑性 
記述された解剖学的構造等が文献や

データで支持されている

HCDの機能性 
コンポーネントのプロセスの連鎖により

機能を発揮できる



Circuit 

適切度評価： BIFの信憑性（形式審査）

Connection 

BIFの信憑性 
記述された解剖学的構造等が文献や

データで支持されている



適切度評価： HCDのBIFへの整合性

HCDの構造要素がROI内の構造に対応づく 
• Circuit: A,B,C,Dが夫々に対応 
• Connection: 上記Circuit間の接続と向きが対応

ROI 

HCDのBIFへの整合性 
HDC内の全ての構造要素が、BIFの構造

に対応づいている  



HCDの機能性評価

HCDを構成する、コンポーネント
が担うプロセスの連鎖によって
ROIが担う目的(TLF)を達成でき
ることを、情報分野の専門家は
判断する。  

HCDの機能性 
コンポーネントのプロセスの連鎖

により機能を発揮できる



Output 
Semantics 
Generativity 

このコンポーネントのOutput Semanticsが、
指定された回路からの入力を使用するこの
コンポーネントのProcessによって生成しうる
か否かを評価

Process 
Synthesizability 

このコンポーネントに記述されたプロセスが、
下位のコンポーネントのプロセスを合成に
よって実現できるか否かを評価

HCDデータ

HCDの機能性評価

機能のツリー表示

主な審査観点

Circuit ID、ラベル
入力、出力

プロセス
(実装の対象)

審査結果
出力の意

味



HCDの機能性評価 HCDeditor sheet on HCD data

FTV
sheet

審査用カ
ラム群

display

評価対象
カラム群

HCD 
descriptive 
text

HCD 
image



HCDの機能性評価 HCDeditor sheet on HCD data

FTV
sheet

審査用カ
ラム群

display

評価対象
カラム群

HCD 
descriptive 
text

HCD 
image



HCDの機能性評価 HCDeditor sheet on HCD data

FTV
sheet

審査用カ
ラム群

display

評価対象
カラム群

HCD 
descriptive 
text

HCD 
image

ROIに関連する、 Image
とDataの解剖学的構造
の整合性確認

HCD データ記述
に対する形式的な

チェック

トップダウンのText記述を、
Data内のボトムアップ記述で

実現できることを評価

Text記述された機能階層
が、Imageの解剖学的構
造に整合することを確認

Process 
Synthesizability 

Output Semantics 
Generativity 



参考： Process Synthesizability で審査する観点

リレーON動作 
 

1.『電装品スイッチ』を入れます（＝ONする）

2.『端子A』～『端子B』間に電気（小電流）が流れます

3.『コイル』へ電気が流れます

4.『コイル』に磁場が発生します

5.『鉄芯』に磁力が生じて磁石となります

6.『鉄芯』が『可動鉄片』を引き寄せます

7.『可動接点』が『固定接点』と接触します

8.『端子C』～『端子D』間がつながります

9.『バッテリー（＋）』から『電装品』へ電気が供給されます

10.『電装品』が動作を開始します

参考：MITSUBASANKOWA, リレーの構造と動作原理 ,  https://www.mskw.co.jp/support/car/relay

動作機序 
実行可能
な方法の
論理

目的 

目的を達成する実行可能な仕組みがが構築できているか

一般の人工物は、外界を参照した表現ではないためOutput Semanticsは議論できない。


